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本
稿
は
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
（
以
下
、
常
民
研
）
が
所
蔵
す
る
祭さい
魚ぎょ
洞どう
文
庫
の
う
ち
、『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』
所
収
の
「
首
里
城
ノ
図
」【
図
１
・
２
】
を
紹
介
し
、
若
干
の
分
析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
　
祭
魚
洞
文
庫
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
故
・
渋
沢
敬
三
が
開
設
し
た
個
人
文
庫
で
、
現
在
は
常
民
研
の
ほ
か
渋
沢
史
料
館
・
流
通
経
済
大
学
・
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
常
民
研
の
所
蔵
分
に
含
ま
れ
る
『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』（
祭
魚
洞
一
九
〇
七
号
）
は
、『
琉
球
八
重
山
嶋
取
調
書　
全
』（
同
一
〇
〇
七
号
）・
『
琉
球
八
重
山
嶋
取
調
書　
付
録
』（
同
一
九
〇
六
号
）
な
ど
と
と
も
に
、
弘
前
出
身
の
笹ささ
森もり
儀ぎ
助すけ
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
五
年
）
に
よ
る
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
奄
美
・
沖
縄
調
査
に
関
わ
る
資
料
群
で
あ
る（１）。
こ
の
調
査
は
当
時
の
内
務
大
臣
井
上
馨
の
依
頼
を
契
機
に
実
施
さ
れ
、
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
「
国
土
の
資
源
開
発
と
殖
産
興
業
の
振
興
を
図
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
﹇
笹
森
（
東
）
一
九
八
三
﹈。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
行
く
先
々
で
沖
縄
県
庁
を
は
じ
め
と
し
た
現
地
役
場
が
調
査
に
協
力
し
、
儀
助
の
要
請
に
応
じ
て
資
料
を
作
成
・
提
供
し
て
い
る
﹇
得
能
二
〇
一
四
﹈。
こ
れ
ら
の
収
集
資
料
を
編
綴
し
た
も
の
が
『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』・『
琉
球
八
重
山
嶋
取
調
書
』
で
あ
り
―
―
従
っ
て
両
取
調
書
と
も
沖
縄
県
の
朱
罫
紙
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
﹇
輝
二
〇
〇
七
﹈
―
―
、
儀
助
は
帰
郷
後
、
こ
れ
を
も
と
に
調
査
記
録
か
つ
出
張
復
命
書
と
し
て
『
南
嶋
探
験
』
を
ま
と
め
た
﹇
高
江
洲
二
〇
一
四
﹈。
な
お
『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』・『
琉
球
八
重
山
嶋
取
調
書
』
は
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
の
沖
縄
研
究
資
料
二
一
〜
二
四
・
二
九
と
し
て
影
印
と
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
て
『
南
嶋
探
験
』
に
よ
れ
ば（２）、
儀
助
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
六
月
一
日
の
午
後
三
時
に
那
覇
港
に
到
着
し
て
那
覇
西
村
の
旅
人
宿
に
投
宿
し
、
同
三
日
に
は
首
里
城
を
訪
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
（
傍
線
部
は
渡
辺
に
よ
る（３））。
　
旧
王
城
ヲ
一
見
ス
。
今
ハ
熊
本
鎮
臺
ヨ
リ
沖
縄
分
遣
隊
ノ
営
ト
ナ
レ
リ
。
而
シ
テ
歩
兵
第
一
三
聯
隊
第
六
中
隊
之
ニ
居
ル
。
隊
長
ハ
陸
軍
大
尉
世
良
田
【
弥
】
氏
ナ
リ
。
　
余
、
名
刺
ヲ
通
シ
面
曾
ヲ
求
ム
。
奮
城
ノ
畧
図
一
葉
ヲ
恵
マ
ル
。
旦
中
尉
近
藤
【
政
敏
】
氏
ニ
命
シ
テ
先
導
セ
シ
ム
（
平
時
総
人
数
百
三
十
五
人
、
戦
時
ニ
ハ
豫
備
三
分
ノ
二
ヲ
加
ヘ
二
百
十
七
人
ト
ナ
ル
ト
云
フ
）。
城
郭
面
積
一
万
八
千
八
百
三
十
一
坪
二
四
七
（
当
藏
村
地
内
也
）。
首
里
城
ハ
首
里
最
高
ノ
処
ニ
ア
リ
。
城
中
清
泉
湧
出
シ
、
頗
ル
形
勝
ノ
要
ヲ
得
タ
リ
。
…
…
那
覇
ヲ
距
ル
事
五
十
町
、
山
ヲ
シ
テ
城
ト
シ
、
蠣
石
（
…
…
）
ヲ
畳
テ
外
郭
ト
ス
。
周
囲
九
町
、
石
垣
ノ
厚
二
間
余
、
高
二
丈
余
、
巍
々
タ
ル
石
ノ
唐
門
ア
リ
。
其
結
搆
、
正
殿
ハ
中
央
高
所
ニ
ア
リ
、
殿
閣
二
層
、
南
北
八
楹
、
其
位
置
西
ニ
向
フ
。
内
部
ノ
梁
柱
上
〔
リ
〕
下
〔
リ
〕
ノ
龍
ヲ
繪
ク
。
総
テ
明
制
ニ
擬
ス
。
書
院
・
燕
室
ハ
我
カ
制
ヲ
用
フ
。
城
門
十
一
個
、
内
門
額
ニ
守
禮
之
邦
ノ
四
字
ヲ
題
ス
。
尤
モ
人
目
ヲ
引
ク
。
　
熊
本
鎮
台
沖
縄
分
遣
隊
と
は
、
一
八
七
五
年
五
月
に
明
治
政
府
が
「
藩
内
保
護
ノ
為
」
と
し
て
沖
縄
（
琉
球
藩
）
へ
の
設
置
を
決
定
し
た
陸
軍
支
営
で
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
三
月
、
内
務
省
官
吏
の
松
田
道
之
と
と
も
に
沖
縄
に
到
着
し
、
同
月
末
に
松
田
が
沖
縄
県
設
置
と
首
里
城
接
収
を
断
行
し
た
後
、
一
八
八
〇
年
か
ら
九
六
年
ま
で
首
里
城
を
営
所
と
し
て
使
用
し
た
﹇
原
一
九
九
二
﹈。『
南
嶋
探
験
』
か
ら
は
、
そ
の
中
隊
隊
長
が
儀
助
に
「
旧
城
ノ
略
図
一
葉
」
を
提
供
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
図
自
体
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』
に
は
「
首
里
城
ノ
図
」
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
『
南
嶋
探
験
』
と
の
記
載
内
容
の
一
致
（
引
用
史
料
の
傍
線
部
）
な
ど
か
ら
、
分
遣
隊
が
提
供
し
た
略
図
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
﹇
高
江
洲
二
〇
一
四
﹈。
　
こ
の
「
首
里
城
ノ
図
」
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
た
首
里
城
の
復
元
事
業
の
な
か
で
参
考
図
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ど（４）、
す
で
に
広
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
モ
ノ
ク
ロ
の
複
写
版
の
み
が
流
布
し
、
ま
た
「
首
里
城
、
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
配
置
図
」
と
い
っ
た
簡
便
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
る
の
み
で
史
料
的
な
説
明
が
殆
ど
史
料
紹
介
と
研
究
渡 
辺　
美 
季
『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』所
収「
首
里
城
ノ
図
」
に
つ
い
て
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な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
利
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
彩
色
の
原
本
画
像
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
熟
覧
調
査
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
記
載
情
報
の
補
足
や
修
正
を
行
い
た
い
。
　
「
首
里
城
ノ
図
」
は
、『
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』
内
に
綴
じ
ら
れ
た
和
紙
の
袋
【
図
３
―
ａ
】
に
、
縦
六
折
り
の
状
態
で
収
め
ら
れ
て
い
る
【
図
３
―
ｂ
】。
袋
に
は
「
首
里
城
ノ
図
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
図
の
大
き
さ
は
縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ
（
右
）
〜
二
三
・
八
セ
ン
チ
（
左
）
×
横
四
二
・
五
セ
ン
チ
で
、
朱
罫
の
五
ミ
リ
方
眼
紙
（
裏
白
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
取
調
書
の
他
の
部
分
で
は
こ
の
用
紙
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い（５）。
右
に
綴
じ
穴
の
跡
や
破
れ
が
あ
り
、
も
と
は
用
紙
そ
の
も
の
が
綴
じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
辺
の
文
字
が
僅
か
に
切
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
本
来
の
用
紙
が
や
や
切
断
さ
れ
た
ら
し
い
。
　
一
部
に
墨
な
い
し
は
黒
イ
ン
ク
、
赤
イ
ン
ク
、
緑
の
色
鉛
筆
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
全
て
鉛
筆
書
き
／
描
き
で
あ
る
。
図
の
左
端
の
「
位
置
／
西
」、
下
部
の
「
当
蔵
村
ニ
ア
リ　
首
里
城　
周
囲
九
丁　
用
地
積
一
万
八
千
八
百
卅
一
坪
二
合
四
夕
七
才
／
殿
閣
二
層
南
北
八
楹
結
搆
総
明
制
ニ
擬
ス
／
書
院
燕
室
ノ
如
キ
ハ
我
制
ヲ
用
フ
門
十
一
」
（【
図
２
】
黒
字
）
は
同
筆
と
み
ら
れ
、
そ
の
他
の
部
分
の
筆
跡
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
後
か
ら
儀
助
な
い
し
は
他
の
人
物
が
加
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
か（６）。
　
な
お
明
治
政
府
の
官
吏
と
し
て
一
八
七
〇
年
代
に
数
次
に
わ
た
っ
て
沖
縄
に
出
仕
し
た
伊い
じ
ち
地
知
貞さだ
馨か
が
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
刊
行
し
た
『
沖
縄
志
（
琉
球
志
）』
に
は
、
首
里
城
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
首
里
城
。
藩
王
ノ
居
城
タ
リ
。
其
地
中
頭
ニ
属
ス
。
那
覇
ヲ
距
ル
事
五
十
町
。
山
ヲ
シ
テ
城
ト
シ
、
蠣
石
ヲ
畳
ミ
テ
外
郭
ト
ス
。
周
圍
九
町
、
正
殿
ハ
中
央
高
所
ニ
在
リ
。
殿
閣
二
層
、
南
北
八
楹
、
其
位
西
ニ
向
フ
。
結
搆
、
總
テ
明
制
ニ
擬
ス
。
書
院
・
燕
室
ノ
如
キ
ハ
我
制
ヲ
用
フ
。
門
十
一
…
…
。
　
こ
の
記
事
は
「
首
里
城
ノ
図
」
な
ら
び
に
『
南
嶋
探
験
』
の
記
述
と
重
な
る
部
分
が
多
く
、「
首
里
城
ノ
図
」
の
加
筆
部
分
は
『
沖
縄
志
（
琉
球
志
）』
な
い
し
は
そ
れ
に
類
す
る
既
存
の
記
述（７）に
依
拠
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
　
一
方
、
分
遣
隊
に
よ
る
本
来
の
作
図
部
分
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
看
取
で
き
る
。①
城
壁
が
、
墨
な
い
し
は
黒
イ
ン
ク
で
描
か
れ
て
い
る
。
②  
木
工
家
屋
が
、【
図
５
―
ａ
】
の
よ
う
に
線
で
囲
ま
れ
た
斜
線
部
分
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
③
池
（
龍
潭
・
円
鑑
池
）
が
、
波
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
④
諸
樹
林
に
よ
る
耕
地
が
、【
図
５
―
ｂ
】
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
⑤
等
高
線
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
⑥
左
上
に
矢
印
が
記
さ
れ
て
い
る
。
北
の
方
位
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⑦  
首
里
城
に
関
し
て
は
、
十
一
の
城
門
と
「
鐘
楼
」・「
旧
鐘
楼
」・「
正
午
計
」（
日
影
台
）
の
み
が
注
記
さ
れ
（【
図
２
】
緑
字
）、
そ
の
他
の
注
記
は
概
ね
沖
縄
分
遣
隊
の
配
置
や
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
（【
図
２
】
青
字
）。
⑧  
周
辺
施
設
と
し
て
「
円
覚
寺
」・「
師
範
学
校
」（
沖
縄
師
範
学
校
）
が
記
さ
れ
、
ま
た
隣
接
す
る
「
当
蔵
村
」・「
崎
山
村
」
へ
と
通
じ
る
道
が
示
さ
れ
る
（【
図
２
】
橙
字
）。
た
だ
し
当
蔵
村
は
位
置
と
し
て
は
不
正
確
で
あ
る（８）。
⑨  
軍
隊
符
号
に
て
、「
歩
兵
中
隊
横
隊
」
と
「
歩
哨
あ
る
い
は
歩
兵
斥
候
」、
お
よ
び
そ
の
動
線
が
示
さ
れ
て
い
る
（【
図
５
―
ｃ
】
参
照
）。
大
半
は
緑
の
色
鉛
筆
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
部
、
赤
イ
ン
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
区
別
が
何
を
示
す
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
赤
が
夜
間
の
歩
哨
（
不
寝
番
）
の
配
置
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（【
図
５
―
ｄ
】
参
照
）。
　
歩
哨
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
の
『
琉
球
見
聞
雑
記
』
に
「
此
門
（
歓
会
門
）
ニ
ハ
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
ト
云
表
札
ヲ
掲
ケ
番
兵
居
リ
テ
叨みだりニ
人
ノ
入
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
」
と
あ
り（９）、
ま
た
時
期
は
不
明
な
が
ら
、「
熊
本
鎮
台
歩
兵
分
遣
隊
」
と
記
し
た
看
板
を
掲
げ
た
歓
会
門
の
前
に
立
つ
「
番
兵
」
の
写
真
も
現
存
し
て
い
る
【
図
６
】。
　
な
お
正
殿
前
の
中
庭
（
御
庭
）
に
描
か
れ
た
部
隊
符
号
に
は
赤
イ
ン
ク
で
「
一
〜
四
小
隊
」・「
衛
生
部
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（【
図
２
】
赤
字
）。
日
本
陸
軍
で
は
平
時
に
は
小
隊
は
存
在
せ
ず
、
戦
時
編
制
に
な
る
と
中
隊
下
に
編
成
さ
れ
て
い
た
内
務
班
が
小
隊
と
な
っ
た
﹇
伊
藤
二
〇
一
九
﹈。
詳
細
は
不
明
だ
が
、「
首
里
城
ノ
図
」
に
は
戦
時
を
想
定
し
た
部
隊
配
置
や
動
線
が
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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図１　首里城ノ図
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図２　首里城ノ図（文字情報）　緑字：首里城に関する注記、青字：分遣隊に関する注記、橙字：周辺情報
図４　『南嶋探験』自筆本乙第 1号
　　　（青森県立図書館蔵）
図３　首里城ノ図（外装）
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厠
継世門
義福門
叔順門右掖門
正午計
漏刻門
廣福門
鐘樓
位置／西
当蔵村ニアリ　首里城　周囲九丁　用地積一万八千八百卅一坪二合四夕七才／
殿閣二層南北八楹結搆総明制ニ擬ス／書院燕室ノ如キハ我制ヲ用フ門十一
奉神門
久慶門
瑞泉門歓會門
守禮門
崎山村
芭蕉畑
圓覺寺
師範学校
池
衛生部
二小隊
一小隊
四小隊
三小隊
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図５　測量記号（ａ・ｂ）と軍隊符号（ｃ・ｄ）
ａ・ｂ：河井源蔵編『改正 演習必携』（有則軒、1892年）、ｃ：小川又次編『明治十九年四月参謀旅行記事 一般之部』（陸
軍文庫、1886年）、ｄ：『戦術捷径』（歩兵第十六聯隊、1890年）（国会図書館デジタルコレクションより）
　
以
上
か
ら
、
従
来
「
分
遣
隊
配
置
図
」
等
と
理
解
さ
れ
て
き
た
「
首
里
城
ノ
図
」
は
、
沖
縄
分
遣
隊
の
営
所
内
に
お
け
る
配
置
状
況
に
留
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
条
件
下
に
お
け
る
部
隊
や
歩
哨
の
配
備
や
動
線
を
も
記
し
た
、
よ
り
軍
事
色
の
強
い
図
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
儀
助
が
、「
奮
城
ノ
畧
図
一
葉
ヲ
恵
マ
ル
」
と
記
し
な
が
ら
も
『
南
嶋
探
験
』
に
こ
の
図
を
掲
載
し
な
か
っ
た
の
は
、
本
図
の
こ
う
し
た
性
質
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
【
参
考
・
引
用
文
献
】
伊
藤　
桂　
二
〇
一
九
『
兵
隊
た
ち
の
陸
軍
史
』
新
潮
社
沖
縄
開
発
庁
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
編　
一
九
八
七
『
首
里
城
関
係
資
料
集
』
同
建
設
部
笹
森
儀
助
（
東
喜
望
校
注
）　
一
九
八
二
『
南
嶋
探
験
』
一
（
東
洋
文
庫
四
一
一
）、
平
凡
社
笹
森
儀
助
（
東
喜
望
校
注
）　
一
九
八
三
『
南
嶋
探
験
』
二
（
東
洋
文
庫
四
二
八
）、
平
凡
社
高
江
洲
昌
哉　
二
〇
一
四
「
沖
縄
本
島
取
調
書
解
題
―
『
南
嶋
探
験
』
の
比
較
か
ら
」
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
『
沖
縄
研
究
資
料
二
九　
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』
同
研
究
所
輝　
広
志　
二
〇
〇
七
「『
琉
球
八
重
山
嶋
取
調
書　
附
録
』
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
『
沖
縄
研
究
資
料
二
四　
琉
球
八
重
山
嶋
取
調
書
』
同
研
究
所
得
能
壽
美　
二
〇
一
四
「
本
資
料
の
性
格
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
『
沖
縄
研
究
資
料
二
九　
琉
球
沖
縄
本
島
取
調
書
』
同
研
究
所
原　
剛　
一
九
九
二
「
明
治
初
期
の
沖
縄
の
兵
備
―
―
琉
球
処
分
に
伴
う
陸
軍
分
遣
隊
の
派
遣
」
『
政
治
経
済
史
学
』
三
一
七
琉
球
政
府
編　
一
九
六
五
『
沖
縄
県
史
』
一
四
（
雑
纂
一
）、
国
書
刊
行
会
【
謝
辞
】
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
安
里
進
・
麻
生
伸
一
・
片
桐
千
亜
紀
・
黒
嶋
敏
・
高
良
倉
吉
・
松
尾
晋
一
・
山
本
正
昭
の
各
氏
の
ご
教
示
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
に
は
、
史
料
の
熟
覧
や
画
像
の
提
供
に
お
い
て
甚
大
な
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
注（１
）
同
様
の
資
料
と
し
て
常
民
研
に
は
他
に
少
な
く
と
も
『
沖
縄
県
群
島
ノ
内
宮
古
之
部
』（
祭
魚
洞
一
九
〇
七
号
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）﹇
笹
森
（
東
）
一
九
八
二
年
﹈
お
よ
び
青
森
県
立
図
書
館
蔵
『
南
島
探
験　
 
一
名
琉
球
漫
遊
記  
乙
第
一
号
』（
同
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
よ
る
。
（
３
）〔　
〕
は
テ
キ
ス
ト
の
脱
字
部
分
、【　
】
は
内
容
の
重
要
性
に
鑑
み
て
見
せ
消
ち
を
復
活
さ
ａ ｂ ｃ ｄ
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せ
た
箇
所
で
あ
る
。
（
４
）
例
え
ば
『
首
里
城
関
係
資
料
集
』﹇
沖
縄
開
発
庁
一
九
八
七
﹈、
二
二
九
頁
に
は
、「
首
里
城
ノ
図
」
の
影
印
版
が
「
首
里
城
、
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
配
置
図
（
沖
縄
県
、「
沖
縄
本
島
取
調
書
」
よ
り
）」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
な
お
陸
軍
の
罫
紙
と
し
て
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
五
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
沖
縄
分
遣
隊
の
予
算
書
を
記
し
た
「
歩
兵
第
拾
三
聯
隊
」
の
朱
罫
紙
と
、
同
年
間
の
分
遣
隊
の
病
室
諸
費
を
記
し
た
「
第
六
師
團
」
の
朱
罫
紙
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
丁
ず
つ
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
６
）
儀
助
の
自
筆
【
図
４
】
と
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
７
）
伊
地
知
は
参
考
文
献
の
一
つ
と
し
て
「
琉
藩
取
調
書
」
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
行
わ
れ
た
明
治
政
府
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
『
琉
球
藩
諸
取
調
書
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）・『
大
蔵
省
調　
琉
球
藩
雑
記
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
取
調
書
に
は
首
里
城
に
関
わ
る
同
様
の
記
述
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
（
８
）
こ
の
辺
り
は
鳥
小
堀
村
で
、
当
蔵
村
は
首
里
城
の
北
面
に
位
置
す
る
。
（
９
）「
琉
球
見
聞
雑
記
―
明
治
廿
一
年
沖
縄
旅
行
記
事
―
」﹇
琉
球
政
府
一
九
六
五
﹈、
四
八
八
頁
。
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
／
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）
図６　歓会門前の歩哨
写真裏面に「琉球首里旧王城入口総門 当時歩兵営所」の墨書がある。（沖縄県立博物館・美術館蔵）
